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（百万円未満切捨て） 
１．19 年９月中間期の連結業績（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 
(1)連結経営成績                              （％表示は対前年中間期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

 百万円   ％ 百万円    ％ 百万円   ％ 百万円    ％

19 年９月中間期 
18 年９月中間期 

４７，８８３  8.5 
４４，１２８  2.5 

２，５５２ △10.2
２，８４２ △ 9.1

２，６８４ △ 7.6 
２，９０６ △12.8 

１，６８６ △25.7
２，２６９  24.5

19 年３月期 ９１，５４３    ５，８８０    ６，０７１     ３，８８９    
 

 
１株当たり中間 

（当期）純利益 

潜在株式調整後１株当たり

中間（当期）純利益

  円 銭  円 銭

19 年９月中間期 
18 年９月中間期 

１９．０６ 
２５．９４ 

－
－

19 年３月期 ４４．４６ －
(参考) 持分法投資損益 19 年９月中間期  78 百万円  18 年９月中間期  50 百万円  19 年３月期  87 百万円 
 
(2)連結財政状態 

 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

19 年９月中間期 
18 年９月中間期 

８２，６３１ 
７８，７３５ 

３３，４２２
３０，９７９

３９．１ 
３５．６ 

３５６．７７
３２０．４６

19 年３月期 ８２，３３５ ３２，８７４ ３６．１ ３３９．６５
(参考) 自己資本  19 年９月中間期 32,316 百万円  18 年９月中間期 28,032 百万円  19 年３月期 29,702 百万円 
 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 
営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高          

 百万円 百万円 百万円 百万円

19 年９月中間期 
18 年９月中間期 

２，７１２ 
１９５ 

△２，４５２
９７

△  ２８５ 
△１，１３３ 

３，５４７
２，８０５

19 年３月期 ３，２８１ △２，０６５ △１，３６５ ３，５４０

 
２．配当の状況 

 １株当たり配当金 

（基準日） 中間期末 期末 年間 

  円  銭  円  銭  円  銭

19 年３月期 ― ５ ００ ５ ００

20 年３月期 ―  

20 年３月期（予想）  ５ ００
５ ００

 
３．20 年３月期の連結業績予想（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（％表示は対前期増減率） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％  円 銭

通 期  92,000  0.5 4,700 △20.1 4,700 △22.6 2,600 △33.1 29.38
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
 
(2) 中間連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（中間連結財務諸表作成のため
の基本となる重要な事項の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更  有  
② ①以外の変更   有  
(注)詳細は、21 ページ「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」をご覧ください。 

 
(3) 発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数(自己株式を含む) 19 年９月中間期   91,145,280 株 18 年９月中間期 87,919,200 株 
19 年３月期        87,919,200 株 

②期末自己株式数            19 年９月中間期     564,995 株 18 年９月中間期   442,292 株 
19 年３月期           470,438 株 

 (注) 1 株当たり中間（当期）純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、34 ページ「１株当 
たり情報」をご覧ください。 

 
 
(参考)個別業績の概要 
 
１.19 年９月中間期の個別業績(平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日) 
(1)個別経営成績                           （％表示は対前年中間期増減率） 

 売 上 高     営業利益 経常利益 中間（当期）純利益

 百万円   ％ 百万円    ％ 百万円      ％ 百万円      ％

19 年９月中間期 
18 年９月中間期 

４２，７２０  5.8
４０，３８３  6.8

１，３７７ △21.0
１，７４２ △ 7.9

１，５５９ △13.2 
１，７９７ △10.2 

１，０９４ △59.9
２，７２９ 143.0

19 年３月期 ８３，３７０    ３，３７４     ３，５７９     ３，６６０    
 

 １株当たり中間 

（当期）純利益 

 円 銭

19 年９月中間期 
18 年９月中間期 

１２．３６
３１．２０

19 年３月期 ４１．８４
 
(2)個別財政状態 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭

19 年９月中間期 
18 年９月中間期 

６５，５５６
６２，５４６

２６，９７２
２４，３４３

４１．１ 
３８．９ 

２９７．７２
２７８．２５

19 年３月期 ６４，９５３ ２５，２１５ ３８．８ ２８８．３０
(参考) 自己資本 19 年９月中間期 26,972 百万円 18 年９月中間期 24,343 百万円 19 年３月期 25,215 百万円 

 
２．20 年３月期の個別業績予想（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

（％表示は対前期増減率）  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％  円 銭

通    期 83,000 △0.4 2,500 △25.9 2,600 △27.4 1,600 △56.3 18.08

 
 
 

 

 

 

 

 

※ 上記の予想につきましては、現状で判断しうる一定の前提、仮定に基づいております。今後発生する

状況の変化によっては、異なる業績結果となることも予想されますのでご了解下さい。なお、上記業績予

想に関する事項は添付資料４ページをご参照下さい。 
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１．経営成績 
（１）経営成績に関する分析 
  ①当中間連結会計期間の経営成績 

当中間連結会計期間におけるわが国経済は、設備投資にやや弱い動きが見られることなど、 
一部に弱さが見られるものの、企業収益の改善、雇用情勢の着実な改善、個人消費の持ち直し 
などに支えられて、景気の回復傾向が続きました。 
当社グループの主要得意先であります鉄鋼業界の当中間連結会計期間における粗鋼生産量 

は、前年同期比３%増の 5,980万トンとなり、同期間としては過去２番目の高水準を記録する 
など、自動車、造船、機械向けなど国内外の旺盛な鉄鋼需要により、ここ数年高位安定してお 
ります。 
当社グループの属する耐火物業界におきましては、鉄鋼業界の粗鋼生産量が高位安定してい 

るというプラス面がある反面、ここ数年は耐火物原料価格の高騰が継続するなどのマイナス面 
があり、なお予断を許さない状況であります。 
このような経済情勢のもと、当社グループは、平成 18年度を初年度とする３ヵ年間の第８ 

次中期経営計画をスタートさせました。 
本計画においては、「顧客価値の徹底追求」をすべての基本に、常にお客様に最高の品質と 

安心を迅速にお届けすることを重点的に推進します。 
当中間連結会計期間におきましては、「最強の生産・供給・サービス体制」の確立のため、 

  耐火物総合ソリューション事業について、耐火物技術センターを耐火物営業・ファーネス（築 
炉）部門に組み入れ、営業と技術のさらなる一体化によるソリューション提案機能の強化を図 
るとともに、耐火物製造部門と研究開発部門とを統合し、高品質かつ高機能の耐火物の開発・ 
製造プロセスの改善、強化を実施いたしました。 
また、「強固なグループ経営の実現」のため、さらなるグループ事業戦略共有化・実施の体 

制整備を進展させるべく、当社グループの耐火物事業において、転炉用耐火物分野で中核的な 

役割を果たし、当社との戦略共有が極めて重要である九州耐火煉瓦株式会社を株式交換により 

完全子会社化いたしました。 

 

以上により、当中間連結会計期間の売上高は、前年同期に比べ 8.5%増収の 478億 83百万 
円、営業利益は、前年同期に比べ 10.2%減益の 25億 52百万円となりました。 
 
セグメント別の損益状況は次のとおりであります。 

 
  ［耐火物事業］ 

売上高は、顧客操業度の高位安定により拡大し、前年同期に比べ 8.3%増収の 348億 28 
百万円となりました。 
一方、営業利益は、耐火物原料価格の高騰、昨年度の設備投資に伴う償却費負担の増など

により、前年同期に比べ 16.9%減益の 18億 95百万円となりました。 
  ［築炉事業］ 

売上高は、鉄鋼業界の設備投資増に伴う大型建設用案件の受注増などにより、前年同期に 
比べ 22.9%増収の 87億 15百万円となりました。 

    営業利益も、売上高の増などにより、前年同期に比べ 49.1%増益の９億 84百万円となり 
   ました。 
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  ［ファインセラミックス事業］ 

 売上高は、主力ユーザーである半導体製造装置業界の市場環境の悪化などに伴い、前年同 
期に比べ 29.9%減収の 21億 98百万円となりました。 
 営業利益も、売上高の減などにより、前年同期に比べ 58.2%減益の１億 25百万円となり 
ました。 

  ［不動産事業］ 
売上高は、前年同期に比べ 0.6％減収の５億８百万円となりました。 
営業利益は、前年同期に比べ 2.6％減益の１億 49百万円となりました。 

  ［その他の事業］ 
売上高は、製鉄所向け石灰および建材事業の売上増などにより、前年同期に比べ 30.5%増 

収の 16億 35百万円となりました。 
    営業利益も、売上高の増などにより、前年同期の 12百万円の損失から、93百万円の利益 

となりました。 
 
   当中間連結会計期間の経常利益は、営業利益の減などにより、前年同期に比べ 7.6 %減益の 

26億 84百万円となりました。 
   また、中間純利益は、前年同期に比べ 25.7%減益の 16億 86百万円となりました。これは、 

営業利益、経常利益の減とともに、前年同期の特別利益に関係会社株式売却益が計上されてい 
たためであります。 

 
 ②当期の見通し 

今後の経済見通しにつきましては、企業部門の好調さが持続し、これが家計部門へ波及し国 
内民間需要に支えられた景気回復が続くものと見込まれます。 
その一方、アメリカ経済や原油価格の動向が内外経済に与える影響等に留意する必要がある 

など、なお不透明な状況が続くものと思われます。 
当社グループを取り巻く経営環境につきましても、当社グループの主要得意先であります鉄 

鋼業界におきましては、国内外の旺盛な鉄鋼需要により粗鋼生産量が引き続き高位安定に推移 
するものと思われ、これに伴い、当社グループの主力製品であります耐火物の販売増が見込ま 
れます。ただ、昨年度下半期から今年度上半期にかけて続いてきた製鉄用設備の大型改修・築 
造案件の受注がピークを迎え、今年度下半期にはその勢いが落ち着くものと見込んでおり、通 
期の連結売上高はほぼ前期並と予想しております。 
損益面では、耐火物原料価格高騰の勢いが今期より増してきたこと、平成 19年度税制改正 

における減価償却項目に関連する会計処理の変更により償却費が増加したこと等の影響を大 
きく受け、収益性が悪化している状況です。 

   このような状況下、耐火物事業につきましては、ますます高級鋼志向を強める顧客に向けて 
高級鋼生産のスループットマックスに貢献する高品質、高機能の耐火物を提案、供給すべく、 
生産・供給・サービス一体で総合ソリューション力の強化に努めてまいります。 
 耐火物事業以外の各事業につきましては、業務の効率化をさらに推進し、安定的収益体質の 
定着を図ります。 
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現時点での当期（平成 20年３月期）の業績見通しといたしましては、平成 19年５月 15日 

の決算発表時に公表した予想を修正し、以下のとおり見込んでおります。 
 
   【連結】      （単位：億円） 

売 上 高 ９２０

営 業 利 益 ４７

経 常 利 益 ４７

当期純利益 ２６
 
   【個別】      （単位：億円） 

売 上 高 ８３０

営 業 利 益 ２５

経 常 利 益 ２６

当期純利益 １６

 
（２）財政状態に関する分析 
  ①資産、負債および純資産の状況 

（イ）資産 

流動資産は、棚卸資産等の増加と受取手形・売掛金・完成工事未収入金等の減少を加減

算した結果、前連結会計年度末に比べ 0.3%減少し、433 億 98 百万円となりました。 

固定資産は、建設仮勘定等の増加と投資有価証券等の減少を加減算した結果、前連結会

計年度末に比べ 1.1%増加し、392 億 33 百万円となりました。 

この結果、総資産は前連結会計年度末に比べ 0.4%増加し、826 億 31 百万円となりまし 

た。 

（ロ）負債 

負債は、短期借入金等の増加と支払手形・買掛金・工事未払金および預り敷金・保証金

等の減少を加減算した結果、前連結会計年度末に比べ 0.1%減少し、492 億９百万円となり

ました。 

  （ハ）純資産 

純資産は、利益剰余金の増加および平成 19 年８月１日に効力発生した九州耐火煉瓦株

式会社との株式交換に伴う資本剰余金の増加と少数株主持分等の減少を加減算した結果、

前連結会計年度末に比べ 1.7％増加し、334 億 22 百万円となりました。 

この結果、自己資本比率は 39.1％となりました。 

 
  ②キャッシュ・フローの状況 

当中間連結会計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。） 
は、前連結会計年度末に比べ 7百万円増加し、35億 47百万円となりました。 
当中間連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。 

  （イ）営業活動によるキャッシュ・フロー 
     営業活動の結果得られた資金は 27億 12百万円（前中間連結会計期間は１億 95百万円 

の収入）となりました。 
 これは主として、税金等調整前中間純利益 24億 41百万円、減価償却費 17億 95百万 
円、売上債権の減少額 13億 31百万円、仕入債務の減少額 14億 55百万円および法人税 
等の支払額 9億 87百万円によるものです。 
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  （ロ）投資活動によるキャッシュ・フロー 
     投資活動の結果使用した資金は 24億 52百万円（前中間連結会計期間は 97百万円の収 

入）となりました。これは主として固定資産の取得による支出 23億 93百万円によるも 
のです。 

  （ハ）財務活動によるキャッシュ・フロー 
     財務活動の結果使用した資金は２億 85百万円（前中間連結会計期間は 11億 33百万円 

の支出）となりました。これは主として配当金の支払額４億 34百万円、預り敷金の返還 
６億 16百万円による支出及び短期借入金の増加による 11億 50百万円の収入があったこ 
とによるものです。 

 
（参考）キャッシュ・フロー関連指標の推移 
キャッシュ・フロー指標のトレンドは次のとおりであります。 

 平成16年3月期 平成17年3月期 平成18年3月期 平成 19年 3月期 平成 19年 9月
中間期 

自己資本比率（％） ２８．１ ３０．５ ３３．６ ３６．１ ３９．１

時価ベースの自己資本比

率（％） ２５．５ ３９．０ ７４．８ ６３．３ ４３．７

債務償還年数（年） １．５ ２．５ １．９ ３．３ ２．２

インタレスト・カバレッ

ジ・レシオ（倍） ４２．１ ３１．１ ４７．０ ２６．０ ３４．８

自己資本比率          ：自己資本／総資産 
 時価ベースの自己資本比率    ：株式時価総額／総資産 
 債務償還年数          ：有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
 インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利息の支払額 
 (注 1)各指標は、いずれも連結ベースの財務数値により算出しております。 
 (注 2)株式時価総額は、中間期末（期末）株価終値×中間期末（期末）発行済株式数（自己株式控除後）に 

より算出しております。 
 (注 3)有利子負債は、利子を支払っているすべての負債（短期借入金、長期借入金）を対象としております。 
 (注 4)キャッシュ・フローは、中間連結（連結）キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・ 

フローを使用しており、利息の支払額については、中間連結（連結）キャッシュ・フロー計算書の利 
息の支払額を使用しております。 

(注 5)債務償還年数の中間期での計算は、営業キャッシュ・フローを年額に換算するため２倍しております。 
 
（３）利益配分に関する基本方針および当期の配当 

当社は、各期の連結業績および個別業績に応じた利益配分を基本として、今後の事業展開、 
財政状況、経営環境等を勘案し、剰余金の配当を実施する方針としています。 

   利益配分は、原則として連結配当性向 20％程度、もしくは単独配当性向 30％程度を基準と 
しております。 
 ただ、当期につきましては、耐火物原料価格高騰の勢いが今期より増してきたこと、平成 
19年度税制改正における減価償却項目に関連する会計処理の変更により償却費が増加したこ 
と等の影響を大きく受け、収益性が悪化している状況です。 

  以上を勘案し、当期の中間期末配当につきましては無配とさせていただくとともに、当期の 
期末配当予想につきましては、平成 19年３月期（平成 18年４月１日～平成 19年３月 31日） 
の期末配当と同額の１株当たり５円とさせていただいております。 
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（４）事業等のリスク 
   当社グループの事業、業績および財務状況等に関する事項のうち、投資者の判断に重要な影 
  響を及ぼす可能性のある事項には、以下のようなものがあります。 
   なお、本項において将来に関する事項が含まれておりますが、当該事項は当中間連結会計期 

間末（平成 19年９月 30日）現在において判断したものであります。 
  ①経済動向 
   当社グループの主たる事業である耐火物事業は、国内の鉄鋼メーカーの粗鋼生産量に大きく 

影響を受け、粗鋼の減産は当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性があります。また、当 
社グループのファインセラミックス事業は、主に半導体関連産業向けの製品を製造しており、 
同業界の設備投資の減少および半導体不況は当社グループの業績に悪影響を及ぼす可能性が 
あります。 
 

  ②原燃料価格の変動 
   当社グループの主力製品である耐火物は、原料を主に中国等から輸入していますが、ここ数 

年中国の急激な経済成長などにより需給バランスが崩れ、価格の高騰が続いています。 
   原料価格の高騰については、製品価格への転嫁を図るべく顧客にご理解をいただくよう努力 

しておりますが、この状況が長期化すれば当社グループの業績に悪影響を与える可能性があり 
ます。 

   原油価格の高騰については、当社グループの主力製品である耐火物の一部で焼成用燃料とし 
て重油を使用しており、製造コストの上昇、また、輸送コストの上昇や購入品である加工原料 
の価格上昇に繋がり、この状況が長期化すれば当社グループの業績に悪影響を与える可能性が 
あります。 
 

  ③為替相場の変動 
   当社グループの事業には、中国、スペインにおける製品の生産と世界各国への耐火物等の販 

売および中国他からの耐火原料、商品等の購入があります。 
   各地域における売上、費用および資産を含む現地通貨建ての項目は、連結財務諸表の作成の 

ために、円換算されています。換算時の為替レートにより、これらの項目はもとの現地通貨に 
おける価値が変わらなかったとしても円換算後の価値が当社グループの業績に影響を与える 
可能性があります。 

   当社グループの場合、現在のところ輸出額よりも輸入額の方が大きいため、概ね円高は当社 
グループの事業に好影響を及ぼし、円安は悪影響を及ぼすこととなります。 

 
  ④特定国への依存に伴うカントリーリスク 
   当社グループの事業には、中国、スペインにおける製品の生産と世界各国への耐火物等の販 

売および中国他からの耐火原料、商品等の購入がありますが、特に中国は生産拠点としての重 
要度が高く、また、耐火原料、商品等の購入についても、中国からの調達に大きく依存してお 
ります。 
さらに、販売拠点としての重要性も増してきております。 
中国政府による各種規制、政策転換が当社グループの事業に不利となる可能性もあり、この 

場合には、当社グループの業績に悪影響を与える可能性があります。 
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  ⑤災害の発生 
   当社グループは、国内および海外に生産拠点を持っており、これらの地域において大きな災 

害が発生した場合は、生産能力に影響を与え、業績に悪影響を与える可能性があります。 
 
 
２．企業集団の状況 
  当社グループ（当社、子会社 18社、関連会社 14社、平成 19年９月 30日現在）が営んでい
る主な事業内容と、各関係会社等の当該事業に係る位置付けおよび事業の種類別セグメントとの

関連は、次のとおりであります。 
 ［耐火物事業］ 

当社は耐火物の製造販売を行っております。 
九州耐火煉瓦(株)および黒崎炉材(株)ならびに(株)ＳＮリフラテクチュア東海（いずれも連結 

子会社）は耐火物の製造を行い、当社がこれを買い上げ販売しております。 
   AMR Refractarios,S.A.（連結子会社）はスペインで耐火物を製造し、欧州市場で主に販売 

しておりますが、一部は当社を通じ日本市場で販売しております。 
無錫黒崎蘇嘉耐火材料有限公司（連結子会社）は中国で耐火物を製造し、大半は当社を通し 

て中国以外の市場で販売しております。 
 秦皇島首鋼黒崎耐火材料有限公司（持分法適用関連会社）は中国で耐火物を製造し、中国市 
場で販売しております。 

   黒崎産業(株)（連結子会社）は耐火物製造に係る諸資材、原料を当社へ販売し、黒崎機工(株) 
（連結子会社）は耐火物製造設備等の製作およびメンテナンスに携わっております。 

Krosaki USA Inc.（連結子会社） は米国において、黒崎播磨（上海）国際貿易有限公司（持 
分法適用非連結子会社）は中国において、それぞれ耐火物等の販売を行っております。 

(株)K&K（連結子会社）は耐火物製造に係る外注作業に、菊竹産業(株) （持分法適用関連 
  会社）は物流に携わっております。 
 ［築炉事業］ 

当社のファーネス事業部は、各種窯炉の設計施工および築造修理を行っており、また当社の 
エンジニアリング部門および黒崎機工(株)（連結子会社）は、炉に関する施工機器の製作販売 
を行っております。 

  ［ファインセラミックス事業］ 
 当社および九州耐火煉瓦(株) （連結子会社）は各種産業用ファインセラミックスの製造販 
売を行っております。 

 ［不動産事業〕 
当社は不動産事業として社有地に店舗、倉庫等を建設し賃貸を行っております。 

 ［その他の事業］ 
   当社は景観材の輸入販売および製鉄所向け石灰の製造販売ならびに建材事業として住宅用 

外壁材の製造販売などを行っております。 
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  以上の事項を事業系統図によって示すと次のとおりであります。 

 

当　社
新　日　本　製　鐵　(株)

得
耐火物製品の供給

九  州  耐  火  煉  瓦  (株) 耐火物

黒　　崎　　炉　　材　　(株) 事   業

(株)ＳＮリフラテクチュア東海
築　　炉

耐火物製品の供給・販売 事　　業

AMR Refractarios,S.A.
ﾌｧｲﾝｾﾗ

無錫黒崎蘇嘉耐火材料有限公司 ﾐｯｸｽ
事   業

耐火物製品の供給・販売
不動産

意 事   業

耐火物製品の販売

Krosaki USA Inc. その他の

黒崎播磨（上海）国際貿易有限公司 事　 業

先

製品の流れ（販売） 非連結子会社（持分法適用会社）

その他 関連会社（持分法適用会社）

連結子会社 その他の関係会社

原料・諸資材の供給

 黒　 崎 　産 　業　(株)

外注工事・外注作業・物流

 黒　 崎　 機　 工　(株)

 　(株)　Ｋ　＆　Ｋ

 菊 　竹 　産　 業　(株)

耐火物製品以外の販売

秦皇島首鋼黒崎耐火材料有限公司
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３．経営方針 
（１）会社の経営の基本方針 

当社グループは、たゆまぬ革新を通じ、セラミックス分野の価値ある商品、技術を世界に提 
供し、産業の発展を支え、社会の繁栄に貢献することを使命とし、「世界一の顧客価値の実現」 
を事業目標に掲げ、お客様に最高の品質と安心をお届けし、信頼される企業集団を目指してい 
ます。 

   また、あらゆる活動を通じ事業価値向上につとめ、株主の利益に貢献したいと考えています。 
 
（２）目標とする経営指標 
  当社グループは、平成 18年度を初年度とする３カ年間の第８次中期経営計画をスタートさ 
せており、筋肉質な資産の形成、利益体質の強化の観点から、目標とする経営指標を以下のと 
おりとしています。 

 
   連結売上高８００億円以上の継続を前提として 
    ・連 結 『 Ｒ Ｏ Ａ 』： ４．５％以上 

     ・連結『自己資本比率』：４０．０％以上 
     ・連 結 『 Ｄ ／ Ｅ 』： ０．３ 以下 
      （注）・ＲＯＡ（総資産利益率）＝「当期純利益」／「総資産」 
         ・自己資本比率＝「自己資本」／「総資本」 
         ・Ｄ／Ｅ（Debt Equity Ratio）＝「有利子負債」／「自己資本」 
 
   当中間期における実績は以下のとおりであります。今後も目標の高位達成に向けて、資産健 

全化の観点から、不要・遊休資産の積極的な処分を進めるとともに、利益体質向上の観点から、 
競争力を高めるための戦略的投資を実行する所存です。 

 
目標とする経営指標 当中間期における実績 

連 結 『 Ｒ Ｏ Ａ 』： ４．５％以上 ４．１％ 
連結『自己資本比率』：４０．０％以上 ３９．１％ 
連 結 『 Ｄ ／ Ｅ 』： ０．３ 以下 ０．３７  
(注)連結『ＲＯＡ』の中間期での実績算出にあたっては、純利益を年額に換算するため２倍してお 
ります。 

 
（３）中長期的な会社の経営戦略および会社の対処すべき課題 
  当社グループは、平成 18年度を初年度とする３カ年間の第８次中期経営計画をスタートさ 
せており、本計画においては、「顧客価値の徹底追求」をすべての基本に、常にお客様に最高 
の品質と安心を迅速にお届けすることを重点的に推進します。 
本計画の高位達成を目指すための施策として、まず、他を圧倒する技術の創出に向けて、研 

究開発部門への人材投入を拡大するとともに、ＩＴ（情報技術）を駆使したナレッジマネジメ 
ントを構築するなど、研究開発投資を積極的に推進します。また、国内においては、ますます 
高級鋼志向を強める顧客に向けて高品質の耐火物を提案、供給するべく、質のさらなる高度化 
に向けた投資を、海外においては、グローバルな顧客展開に対応するための投資を行うなど、 
戦略的な設備投資により競争力の強化に努めてまいります。 
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４．中間連結貸借対照表 
（単位：百万円、未満切捨） 

 前中間連結会計期間末

 
(平成 18年９月 30日) 

当中間連結会計期間末 
 

(平成 19年９月 30日) 

 前連結会計年度の          
 要約連結貸借対照表 

(平成 19年３月 31日) 

区分 金  額 構成比

（％）
金  額 構成比 

（％） 金  額 構成比

（％）

(資産の部) 
流 動 資 産 
  現 金 及 び 預 金             
  受取手形及び売掛金並びに 
  完 成 工 事 未 収 入 金 
  有 価 証 券             
  棚 卸 資 産             
  繰 延 税 金 資 産             
  そ の 他             
 貸 倒 引 当 金             

 
 流 動 資 産 合 計          

２，８１９

２２，３６７

２

１２，３４９

１，４８４

１，１０４

△ １２２

４０，００６ 50.8

３，５３５

２３，４１７

２５

１４，１９１

１，３０８

１，００１

△ ８１

４３，３９８

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

52.5 

３，４８９

２４，２９３

７０

１３，４６１

１，３２８

９７３

△ ９０

４３，５２６ 52.9

固 定 資 産 
 有 形 固 定 資 産            
  建 物 及 び 構 築 物             
  機械装置、窯炉及び運搬具             
  工 具 器 具 備 品             
  土 地             
  建 設 仮 勘 定             
 有 形 固 定 資 産 合 計            
 
 無 形 固 定 資 産            
  そ の 他             
 無 形 固 定 資 産 合 計            
 
 投 資 そ の 他 の 資 産            
  投 資 有 価 証 券             
  長 期 貸 付 金             
  繰 延 税 金 資 産             
  そ の 他             
  貸 倒 引 当 金             
 投資その他の資産合計            
 
 固 定 資 産 合 計          

１１，４５３

８，５８８

７２５

７，２５４

１，２３４

２９，２５５

６７２

６７２

７，４６４

６３

１０２

１，８２９

△  ６５８

８，８０１

３８，７２９ 49.2

１１，２１３

８，８０２

８７２

７，３３６

２，２５０

３０，４７５

５４６

５４６

６，２６２

１２５

８５

２，００１

△  ２６３

８，２１０

３９，２３３

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

47.5 

１１，２９２

８，８８０

７９９

７，３３４

８５５

２９，１６２

５５６

５５６

７，３３９

６２

７４

１，８７７

△  ２６２

９，０９０

３８，８０９ 47.1

 
 資 産 合 計          ７８，７３５ 100.0 ８２，６３１

 

100.0 ８２，３３５ 100.0
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（単位：百万円、未満切捨） 

 前中間連結会計期間末

 
(平成 18年９月 30日) 

当中間連結会計期間末 
 

(平成 19年９月 30日) 

 前連結会計年度の          
 要約連結貸借対照表 

(平成 19年３月 31日) 

区分 金  額 構成比

（％）
金  額 構成比 

（％） 金  額 構成比

（％）

(負債の部) 
流 動 負 債 
  支 払 手 形 及 び 買 掛 金             
  並 び に 工 事 未 払 金             
  短 期 借 入 金             
  未 払 法 人 税 等             
  未 払 費 用             
  引 当 金             
   賞 与 引 当 金            
  そ の 他             
 
 流 動 負 債 合 計          

１７，５２７

６，２３１

１，３５５

２，１８５

１，９３４

２，９７７

３２，２１２ 40.9

１８，７８３

７，７１９

８６７

２，２４４

２，０８７

３，０９９

３４，８０２

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

42.1 

１９，５５８

６，２６９

１，２５６

２，５６８

１，９０７

２，６５８

３４，２１８ 41.6

固 定 負 債 
  長 期 借 入 金             
  繰 延 税 金 負 債             
  引 当 金             
   退 職 給 付 引 当 金            
   役 員 退 職 金 引 当 金            
   特 別 修 繕 引 当 金            
   鉱 害 補 償 引 当 金            
   製 品 保 証 引 当 金 
  預 り 敷 金 ・ 保 証 金             
  負 の の れ ん             
そ の 他             

 
 固 定 負 債 合 計          

４，６８９

１，９３５

１，５５４

２５５

５４

３０

３６

６，２３６

７５２

－

１５，５４３ 19.8

４，３７０

１，７００

１，０８７

２３３

－

－

４１

５，５９６

１，３４２

３４

１４，４０６

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
17.4 

４，４６７

２，１４８

１，３３６

２９４

－

３０

４０

６，２３６

６８９

－

１５，２４３ 18.5

 
  負  債  合  計 ４７，７５６ 60.7 ４９，２０９

 

59.5 ４９，４６１ 60.1
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（単位：百万円、未満切捨） 

 前中間連結会計期間末

 
(平成 18年９月 30日) 

当中間連結会計期間末 
 

(平成 19年９月 30日) 

 前連結会計年度の          
 要約連結貸借対照表 

(平成 19年３月 31日) 

区分 金  額 構成比

（％）
金  額 構成比 

（％） 金  額 構成比

（％）

(純資産の部) 
株 主 資 本 
  資 本 金             
  資 本 剰 余 金              

  利 益 剰 余 金              

  自  己  株  式 
 
株 主 資 本 合 計          

５，５３７

３，５２１

１５，９９５

△ １０５

２４，９４９ 31.7

５，５３７

５，１３８

１８，８７７

△ １６５

２９，３８８

 

 

 

 

 

 

 

35.6 

５，５３７

３，５２１

１７，６１５

△ １１９

２６，５５５ 32.3

評価・換算差額等 
その他有価証券評価差額金 

  繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 
  為 替 換 算 調 整 勘 定             
 
 評価・換算差額等合計          

２，９０８

１

１７２

３，０８３ 3.9

２，３４１

－

５８６

２，９２８

 

 

 

 

 

3.5 

２，８８３

１２

２５０

３，１４６ 3.8

少 数 株 主 持 分 ２，９４６ 3.7 １，１０５ 1.3 ３，１７１ 3.8
 
 純 資 産 合 計          ３０，９７９ 39.3 ３３，４２２

 

40.4 ３２，８７４ 39.9
 
負債・純資産合計          ７８，７３５ 100.0 ８２，６３１

 

100.0 ８２，３３５ 100.0
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



黒崎播磨㈱(5352) 平成 20年３月期 中間決算短信 

 14

５．中間連結損益計算書 
（単位：百万円、未満切捨） 

前中間連結会計期間 
 
 (自 平成 18年４月 １日 
  至 平成 18年９月 30日) 

当中間連結会計期間 
 
 (自 平成 19年４月 １日 
  至 平成 19年９月 30日) 

 前連結会計年度の          
 要約連結損益計算書 
 (自 平成 18年４月 １日 
  至 平成 19年３月 31日) 

 

金  額 百分比

（％）

金  額 百分比 
（％） 

金  額 百分比

（％）

売  上  高           
売 上 原 価           

４４，１２８

３５，１５８
100.0

79.7
４７，８８３

３８，６６１
100.0 

80.8 
９１，５４３

７３，１５５
100.0

79.9

売 上 総 利 益           ８，９６９ 20.3 ９，２２２ 19.2 １８，３８８ 20.1

販売費及び一般管理費 ６，１２７ 13.9 ６，６６９ 13.9 １２，５０８ 13.7

営 業 利 益           ２，８４２ 6.4 ２，５５２ 5.3 ５，８８０ 6.4
営 業 外 収 益           
受 取 利 息             
受 取 配 当 金             
持分法による投資利益             
負 の の れ ん 償 却 額             
そ の 他             

３８５

４

７２

５０

６２

１９５

0.9 ４５７

６

８２

７８

６６

２２３

1.0 
 

 

 

 

 

８６７

６

９０

８７

１２５

５５７

0.9

営 業 外 費 用           
支 払 利 息             

  そ の 他             

３２０

６４

２５６

0.7 ３２４

７７

２４７

0.7 
 

 

６７６

１２８

５４８

0.7

経 常 利 益           ２，９０６ 6.6 ２，６８４ 5.6 ６，０７１ 6.6
特 別 利 益           
投 資 有 価 証 券 売 却 益             
固 定 資 産 売 却 益             
関 係 会 社 株 式 売 却 益             
そ の 他             

９０８

－

５４

８２４

３０

2.0 １６３

６４

６０

－

３８

0.3 
 

 

 

 

１，４３８

２２

１８５

８２４

４０６

1.6

特 別 損 失           
固定資産除却損・売却損             
減 損 損 失             
そ の 他             

１４０

１０８

３１

１

0.3 ４０６

１８１

１７

２０７

0.8 
 

 

 

９５１

７４２

３１

１７７

1.0

税金等調整前中間（当期） 
純利益 ３，６７５ 8.3 ２，４４１ 5.1 ６，５５８ 7.2

 法人税、住民税及び事業税 
 法 人 税 等 調 整 額             

１，５００

△ ２３５
2.9 ５３８

３２

 

1.2 ２，１０６

２３４
2.6

少 数 株 主 利 益             １４１ 0.3 １８３ 0.4 ３２８ 0.4

中 間 （ 当 期 ） 純 利 益             ２，２６９ 5.1 １，６８６ 3.5 ３，８８９ 4.2
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６．中間連結株主資本等変動計算書 
前中間連結会計期間（自 平成 18年４月１日 至 平成 18年９月 30日） 

    （単位：百万円、未満切捨） 
株  主  資  本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 18 年３月 31 日残高 5,537 3,521 14,073 △ 97 23,035

中間連結会計期間中の変動額   

剰余金の配当（注） △ 437  △ 437

中間純利益 2,269  2,269

自己株式の取得  △ 8 △ 8

新規持分法適用に伴う変動額 35  35

連結子会社の非連結子会社合併に 

よる変動額 
54  54

株主資本以外の項目の中間連結会計 

期間中の変動額（純額） 
  

中間連結会計期間中の変動額合計 － － 1,922 △ 8 1,913

平成 18 年９月 30 日残高 5,537 3,521 15,995 △ 105 24,949

 
 

評価・換算差額等  
その他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ﾍｯｼﾞ

損益 
為替換算

調整勘定

評価・換算 
差額等合計 

少数株 
主持分 

純資産 
合計 

平成 18年３月 31日残高 3,343 － 22 3,366 3,739 30,141

中間連結会計期間中の残高   

 剰余金の配当（注） －  △437

 中間純利益 －  2,269

 自己株式の取得 －  △ 8

 新規持分法適用に伴う変動額 －  35

連結子会社の非連結子会社合併に 

よる変動額 －  54

 株主資本以外の項目の中間連結会計 
期間中の変動額(純額) △ 434 1 149 △ 282 △ 792 △ 1,075

中間連結会計期間中の変動額合計 △ 434 1 149 △ 282 △ 792 837

平成 18年９月 30日残高 2,908 1 172 3,083 2,946 30,979

（注）平成 18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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当中間連結会計期間（自 平成 19年４月１日 至 平成 19年９月 30日） 

    （単位：百万円、未満切捨） 
株  主  資  本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 19 年３月 31 日残高 5,537 3,521 17,615 △119 26,555

中間連結会計期間中の変動額   

剰余金の配当 △437   △437 

中間純利益 1,686  1,686

自己株式の取得  △46 △46

株式交換による変動額 1,617   1,617

新規持分法適用に伴う変動額 21  21

その他の変動額 △9  △9

株主資本以外の項目の中間連結会計 

期間中の変動額（純額） 
  －

中間連結会計期間中の変動額合計 － 1,617 1,261 △46 2,833

平成 19 年９月 30 日残高 5,537 5,138 18,877 △165 29,388

 
 

評価・換算差額等  
その他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ﾍｯｼﾞ

損益 
為替換算

調整勘定

評価・換算 
差額等合計 

少数株 
主持分 

純資産 
合計 

平成 19年３月 31日残高 2,883 12 250 3,146 3,171 32,874

中間連結会計期間中の残高   

 剰余金の配当 －  △437

 中間純利益 －  1,686

 自己株式の取得 －  △46

 株式交換による変動額 －  1,617

 新規持分法適用に伴う変動額 －  21

 その他の変動額 －  △9

 株主資本以外の項目の中間連結会計 
期間中の変動額(純額) △542 △12 336 △218 △2,066 △2,284

中間連結会計期間中の変動額合計 △542 △12 336 △218 △2,066 548

平成 19年９月 30日残高 2,341 － 586 2,928 1,105 33,422
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   前連結会計年度（自 平成 18年４月１日 至 平成 19年 3月 31日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
株  主  資  本 

 
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

平成 18 年３月 31 日残高 5,537 3,521 14,073 △ 97 23,035

連結会計年度中の変動額   

剰余金の配当（注） △ 437  △ 437

当期純利益 3,889  3,889

自己株式の取得  △ 22 △ 22

持分法適用範囲の変更に伴う増加高 35  35

連結子会社の非連結子会社合併に 

よる変動額 
54  54

株主資本以外の項目の当連結会計 

年度中の変動額（純額） 
  －

連結会計年度中の変動額合計 － － 3,542 △ 22 3,520

平成 19 年３月 31 日残高 5,537 3,521 17,615 △119 26,555

 
 

評価・換算差額等  
その他 
有価証券 
評価差額金 

繰延ﾍｯｼﾞ

損益 
為替換算

調整勘定

評価・換算 
差額等合計 

少数株 
主持分 

純資産 
合計 

平成 18年３月 31日残高 3,343 － 22 3,366 3,739 30,141

連結会計年度中の変動額   

 剰余金の配当（注） －  △437

 当期純利益 －  3,889

 自己株式の取得 －  △22

 持分法適用範囲の変更に伴う増加高 －  35

 連結子会社の非連結子会社合併に 

よる変動額 －  54

 株主資本以外の項目の当連結会計 
年度中の変動額(純額) △459 12 227 △219 △567 △786

連結会計年度中の変動額合計 △459 12 227 △219 △567 2,733

平成 19年３月 31日残高 2,883 12 250 3,146 3,171 32,874

（注）平成 18年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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７．中間連結キャッシュ・フロー計算書 
（単位：百万円、未満切捨） 

 
 
 

前中間連結会計期間

 
 

(自 平成 18年 4月 1日
至 平成 18年 9月 30日)

当中間連結会計期間 
 
 

(自 平成 19年 4月 1日 
至 平成 19年 9月 30日) 

前連結会計年度の 
要約連結キャッシ

ュ・フロー計算書 
(自 平成 18年 4月 1日
至 平成 19年 3月 31日)

区分 金額 金額 金額 
Ⅰ．営業活動によるキャッシュ・フロー    
   税金等調整前中間（当期）純利益 ３，６７５ ２，４４１ ６，５５８

   減 価 償 却 費                 １，５５６ １，７９５ ３，０５２

   減 損 損 失 ３１ １７ ３１

   負 の の れ ん 償 却 額                 △   ６２ △   ６６ △  １２５

   の れ ん 償 却 額 ６９ ６９ １３８

   貸 倒 引 当 金 の 増 減 額 ４９ △   １５ △  ４０４

   賞 与 引 当 金 の 増 減 額 １７４ １３９ １４６

   退 職 給 付 引 当 金 の 増 減 額 △  １９９ △  ２４８ △  ４１７

   受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金                 △   ７６ △   ８８ △   ９７

   支 払 利 息                 ６４ ７７ １２８

   投 資 有 価 証 券 売 却 損 益                 － △   ６４ △   ２２

   関 係 会 社 株 式 売 却 益 △  ８２４ － △  ８２４

   持 分 法 に よ る 投 資 利 益 △   ５０ △   ７８ △   ８７

   固 定 資 産 除 却 損                 １０５ ２０４ ７３９

   固 定 資 産 売 却 損 益                 △   ５１ △   ５０ △  １８２

   売 上 債 権 の 増 減 額                 △４，０３８ １，３３１ △５，７７９

   棚 卸 資 産 の 増 減 額                 △  ８９９ △  ２５１ △１，８５７

   仕 入 債 務 の 増 減 額                 １，９８５ △１，４５５ ４，１２６

   そ の 他                 １４４ △  １１２ ３４８

     小   計 １，６５３ ３，６４４ ５，４７１

   利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額                 ７６ ８８ ９７

   利 息 の 支 払 額                 △   ６４ △   ７８ △  １２６

   法 人 税 等 の 支 払 額                 △１，４５９ △  ９８７ △２，１７４

   そ の 他                 △   １０ ４４ １３

    営業活動によるキャッシュ・フロー １９５ ２，７１２ ３，２８１

Ⅱ．投資活動によるキャッシュ・フロー    
   定 期 預 金 の 預 入 に よ る 支 出 △   １５ △    ３ △   １７

   定 期 預 金 の 払 戻 に よ る 収 入                 １７ ６ １７

   投資有価証券の売却による収入 － ６６ ７０

   固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出                 △１，８７６ △２，３９３ △３，４３４

   固 定 資 産 の 売 却 に よ る 収 入                 ６７ ６１ ２０８

連 結 範 囲 の 変 更 を 伴 う                 
   関係会社株式売却による収入 １，９２６ － １，９２６

連 結 範 囲 の 変 更 を 伴 う                 
関係会社株式の取得による支出 － △    ３ －

   そ の 他                  △２２ △  １８６ △  ８３８

    投資活動によるキャッシュ・フロー ９７ △２，４５２ △２，０６５
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（単位：百万円、未満切捨） 

 
 
 

前中間連結会計期間

 
 

(自 平成 18年 4月 1日
至 平成 18年 9月 30日)

当中間連結会計期間 
 
 

(自 平成 19年 4月 1日 
至 平成 19年 9月 30日) 

前連結会計年度の 
要約連結キャッシ

ュ・フロー計算書 
(自 平成 18年 4月 1日
至 平成 19年 3月 31日)

区分 金額 金額 金額 
Ⅲ．財務活動によるキャッシュ・フロー    
   短 期 借 入 金 の 増 減 額 ２９２ １，１５０ ４１５

   長 期 借 入 れ に よ る 収 入                 ― ― １００

   長期借入金の返済による支出                 △  ３１８ △  ２４７ △  ７２０

   配 当 金 の 支 払 額 △  ４４０ △  ４３４ △  ４４０

   少数株主への配当金の支払額                 △   ４０ △   ９３ △   ８０

   預 り 敷 金 の 返 還 に よ る 支 出 △  ６１６ △  ６１６ △  ６１６

   そ の 他                 △    ８ △   ４３ △   ２２

    財務活動によるキャッシュ・フロー △１，１３３ △  ２８５ △１，３６５

Ⅳ．現金及び現金同等物に係る換算差額                  ０ ３２ ４５

Ⅴ．現 金 及 び 現 金 同 等 物 の 増 減 額 △  ８３８ ７ △  １０４

Ⅵ．現金及び現金同等物の期首残高                  ３，６３６ ３，５４０ ３，６３６

Ⅶ．連結子会社の非連結子会社合併 
  による現金及び現金同等物の増加額  ７ － ７

Ⅷ．現金及び現金同等物の期末残高                  ２，８０５ ３，５４７ ３，５４０
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【中間連結財務諸表に関する注記】 
 
Ⅰ 中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項 
 
 １．連結の範囲に関する事項 
（１）連結子会社の数  ９社 

主要な連結子会社の名称は、「企業集団の状況」に記載しているため省略しています。 
      なお、㈱ＳＮリフラテクチュア東海は株式の追加取得による子会社化で重要性が増したため、 

当中間連結会計期間より連結範囲に含めています。 
  （２）非連結子会社の数  ９社 
      主要な非連結子会社名…無錫黒崎機械有限公司 
      連結の範囲から除いた理由 

非連結子会社 ９社はいずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益及び利益 
剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも中間連結財務諸表に重要な影響を及ぼしていないた 
めです。 

 
 
 ２．持分法の適用に関する事項 
  （１）持分法適用の非連結子会社の数  １社 

黒崎播磨(上海)国際貿易有限公司 
 
   （２）持分法適用の関連会社の数  ２社 

菊竹産業(株)、秦皇島首鋼黒崎耐火材料有限公司 
なお、秦皇島首鋼黒崎耐火材料有限公司は重要性が増したため、当中間連結会計期間より持分 

法を適用しています。 
 
（３）主要な持分法非適用会社の名称等 

主要な持分法非適用会社名…上海宝冶建設工業炉工程技術有限公司 
  持分法非適用会社は、それぞれ中間連結純損益及び中間連結利益剰余金等に及ぼす影響が軽微 
であり、かつ全体としても重要性がないため持分法の適用から除外しています。 

 
 
 ３．連結子会社の中間決算日等に関する事項 
       連結子会社のうち AMR Refractarios,S.A.、無錫黒崎蘇嘉耐火材料有限公司及び Krosaki USA Inc. 
   の中間決算日は６月 30日です。 
     中間連結財務諸表の作成にあたっては、同日現在の中間財務諸表を使用し、中間連結決算日との間 

に生じた重要な取引については、連結上必要な調整を行っています。 
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 ４．会計処理基準に関する事項 
（１）重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 
その他有価証券 

        時価のあるもの…中間連結決算日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直 
                入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定しています。） 
         時価のないもの…移動平均法による原価法 

②デリバティブ取引により生じる債権債務 
時価法 

③棚卸資産 
       移動平均法による原価法。 
       但し、半成工事及び未成工事支出金は個別法による原価法 
 
（２）重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 
ａ）当社及び国内連結子会社 

         主として、定率法。 
但し、当社の不動産事業に係る建物、設備及び築炉事業に係る有形固定資産のうち、一 

部ユーザー構内にある装置については、定額法によっています。また、国内連結子会社に 

おいては、平成 10年４月１日以降に取得した建物（附属設備を除く）について、定額法 
によっています。 

なお、耐用年数については、原則として法人税法所定の耐用年数を採用していますが、 

窯炉・機械装置及び不動産事業のうちショッピングセンターにおける建物・構築物につい 

ては、一部会社所定の耐用年数を採用しています（トンネル窯：法定耐用年数７年を６年、 

機械装置：法定耐用年数 12年を 11年及び不動産事業のうちショッピングセンターに係る 
建物及び構築物：賃貸契約期間）。 

ｂ）在外連結子会社 

主として、定額法。 

 

（会計方針の変更） 

法人税法の改正に伴い、当中間連結会計期間より、法人税法の規定に基づく減価償却方法を 

採用している有形固定資産のうち、平成 19年４月１日以降に取得した有形固定資産は改正後 
の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しています。 

また、定率法を採用している当社の不動産事業以外の事業に係る建物（附属設備を除く）で、 

平成 19年４月１日以降取得する資産は、改正後の法人税法に準じた定率法に変更しています。 
さらに、一部会社所定の耐用年数を採用している窯炉・機械装置及び不動産事業のうちショッ 

ピングセンターにかかる建物・構築物で、平成 19年４月１日以降取得する資産は、会社所定 
の耐用年数による改正後の法人税法の規定に準じた減価償却の方法に変更しています。 

これらの変更は、当中間連結会計期間における耐火物事業を中心とする大型の施設・設備の 

更新、あるいは事業やグループの再編を契機に、設備の利用価値の推移及び耐用年数経過後の 

処分価値について再検討を加えた結果です。 
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また、当社グループの大半の施設・設備は、当社グループの事業のみに利用されるものであ 

り、実績においても耐用年数経過後の処分価値が認められないこと及び現下の目まぐるしい技 

術進化の環境において、施設・設備の陳腐化の程度の早まっていること等に鑑み、改正後の法 

人税法の規定に準ずる方法がより経済実態を反映するものと判断したためです。 

これらの変更に伴い、従来と同一の方法によった場合と比べ、営業利益、経常利益及び税金 

等調整前中間純利益は 13百万円減少しています。 
 なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しています。 

 

（追加情報） 
平成 19年３月 31日以前に取得した有形固定資産の残存価額の処理は以下の通りです。 
まず、法人税等の規定に基づく減価償却の方法を採用しているもののうち、償却可能限度額 

まで償却が終了したものは、改正後の法人税法の規定に基づき５年間で均等償却しております。 
また、それ以外の有形固定資産についても、前記（会計方針の変更）のように当中間連結会 

計期間における耐火物事業を中心とする大型の施設・設備の更新、あるいは事業やグループの 
再編を契機に、耐用年数経過後の処分価値について再検討を行った結果、その価値が零と見積 
もられることから、当期首時点又は耐用年数経過後の見積使用可能期間に基づき備忘価額まで 
償却することとしました。 
これらの変更より、営業利益、経常利益及び税金等調整前中間純利益は、178百万円減少し 

ています。 
 なお、セグメント情報に与える影響は当該箇所に記載しています。 

②無形固定資産 

      ａ）ソフトウェアを除く無形固定資産は定額法 
          ｂ）ソフトウェア 
              自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法。 

③長期前払費用…定額法 
 
（３）重要な繰延資産の処理方法 
    株式交付費 
     支出時に全額費用として処理しています。 

 
（４）重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 
             売上債権、貸付金等の貸倒損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒 

懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上してい 
ます。 
②賞与引当金 

       従業員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき計上しています。 
③退職給付引当金 

            従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見 
      込額に基づき、当中間連結会計期間末において発生していると認められる額を計上しています。 
       会計基準変更時差異（5,750百万円）については、10年による按分額を販売費及び一般管理 

費に計上しています。 
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       また、数理計算上の差異については、10年による定額法で按分した額をそれぞれ発生の翌連 
結会計年度より費用処理しています。過去勤務債務については、10年による定額法で按分した 
額を発生年度より処理しています。 

④役員退職金引当金 
       役員の退職慰労金の支出に備えるため、役員退職慰労金規程に基づく中間連結会計期間末要 

支給額を計上しています。 
⑤製品保証引当金 

       生活空間セラミックス事業部（その他の事業）の製品「陶板外壁材」の品質保証に備えるた 
      めに、実績等を加味した見込額を計上しています。 
 
（５）重要なリース取引の処理方法 

      リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引につ 
     いては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっています。 
 
（６）重要なヘッジ会計の方法 

①ヘッジ会計の方法 
       繰延ヘッジ処理によっています。 
       なお、特例処理の要件を満たしている金利スワップについては、特例処理を採用しています。 

②ヘッジ手段とヘッジ対象 
            ヘッジ手段：為替予約取引、金利スワップ取引 
       ヘッジ対象：外貨建取引、外貨建金銭債権債務及び予定取引 

③ヘッジ方針 
       為替予約取引については、外国為替変動リスクをヘッジする目的で実需の範囲内においての 
      み実施し、収益確保を目的としたディーリングは実施しないこととしています。また、金利ス 

ワップ取引等については、借入金に係る金利コストの引き下げ、もしくは将来予想される調達 
コストの引き下げを目的とし、実需に伴う取引に限定し投機的な取引は実施しないこととして 
います。 

④ヘッジ有効性評価の方法 
            ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャ 

ッシュ・フロー変動の累計との間に高い相関関係があることを認識し有効性の評価としていま 
す。但し、特例処理の要件を満たしている金利スワップについては、有効性の判定を省略して 
います。 

 
（７）その他中間連結財務諸表作成のための重要な事項 

消費税等の会計処理 
       税抜方式によっています。 
       なお、仮払消費税等と仮受消費税等は相殺し、流動負債の「その他」に含めています。 
 
 

5．連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項 
連結子会社の資産及び負債の評価方法は、全面時価評価法によることとしています。 
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6．のれん及び負ののれんの償却に関する事項 

主として 10年間で均等償却しています。 
 
 
７．中間連結キャッシュ・フロー計算書（連結キャッシュ・フロー計算書）における資金の範囲 

    中間連結キャッシュ・フロー計算書（連結キャッシュ・フロー計算書）における資金（現金及び現 
金同等物）は、手許資金、随時引き出し可能な預金及び容易に換金可能であり、かつ、価値の変動に 
ついて僅少なリスクしか負わない取得日から３ヶ月以内に償還期限の到来する短期投資からなってい 
ます。 

 
 
Ⅱ 注記事項 
 
１．中間連結貸借対照表及び中間連結損益計算書関係 

 
前中間連結 

会計期間末 

(平成18年９月30日)

当中間連結 

会計期間末 

(平成19年９月30日) 

前連結会計年度末 

 

(平成19年３月31日)

（１）担保資産及び対応債務  
担保資産（有形固定資産） 9,025百万円 7,853百万円 9,042百万円
対応債務（長期借入金） 2,535百万円 1,809百万円 2,036百万円

《内１年以内返済予定分》 《549百万円》 《179百万円》 《329百万円》
（短期借入金） 950百万円 750百万円 950百万円

  
（２）有形固定資産の減価償却累計額 66,483百万円 67,354百万円 65,095百万円

  
（３）偶発債務  

     債務保証 655百万円 696百万円 644百万円
  
（４）債権流動化による遡及義務  

     手形譲渡高 1,822百万円 1,933百万円 2,208百万円

 

 
うち、中間連結 
会計期間末日満 
期手形 334百万 
円を含む。 

 
うち、中間連結 
会計期間末日満 
期手形 425百万 
円を含む。 

 
うち、連結会計 
年度末日満期手 
形 455百万円を 
含む。 

  
（５）減損損失 31百万円 17百万円 31百万円

  
 
（６）中間連結会計期間末日満期手形 

     前中間連結会計期間末日、当中間連結会計期間末日及び前連結会計年度末日が金融機関の休日であ

ったため、それぞれの会計期間末日満期手形が各会計期間末日残高に含まれております。 
    受取手形 106百万円 38百万円 57百万円
    支払手形 499百万円 646百万円 581百万円 
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２．中間連結株主資本等変動計算書関係 

   前中間連結会計期間（自 平成 18年４月１日 至 平成 18年９月 30日） 
  （１）発行済株式に関する事項 
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式（株） ８７，９１９，２００ ― ― ８７，９１９，２００
 
  （２）自己株式に関する事項 
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式（株） ４２３，０１１ １９，２８１ ― ４４２，２９２

    （変動事由の概要） 
     増加数の内訳  

単元未満株式の買取による増加 19,281株 
 
  （３）新株予約権等に関する事項 
      該当事項はありません。 
 
  （４）配当に関する事項 
      配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 18 年 6
月 29 日定時
株主総会 

普通株式 ４３７ ５ 平成 18年 3月 31日 平成 18年 6月 30日

 
   当中間連結会計期間（自 平成 19年４月１日 至 平成 19年９月 30日） 
  （１）発行済株式に関する事項 
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式（株） ８７，９１９，２００ ３，２２６，０８０ ― ９１，１４５，２８０
    （変動事由の概要） 

増加数の内訳 
      九州耐火煉瓦（株）を完全子会社化する際の株式交換による増加（平成 19年８月１日） 

 3,226,080株 
 
  （２）自己株式に関する事項 
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当中間連結会計期間末

普通株式（株） ４７０，４３８ ９４，５５７ ― ５６４，９９５

    （変動事由の概要） 
     増加数の内訳  

単元未満株式の買取による増加               43,833株 
      株式交換に係る買取による増加               43,000株 
      九州耐火煉瓦（株）を完全子会社化する際の株式交換により九州耐火煉瓦（株）が保有する自

己株式に対し当社株式を交付したことによる増加       7,724株 
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  （３）新株予約権等に関する事項 
      該当事項はありません。 
 
  （４）配当に関する事項 
      配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 19 年 6
月 28 日定時
株主総会 

普通株式 ４３７ ５ 平成 19年 3月 31日 平成 19年 6月 29日

 
   前連結会計年度（自 平成 18年４月１日 至 平成 19年３月 31日） 
  （１）発行済株式に関する事項 
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 
普通株式（株） ８７，９１９，２００ ― ― ８７，９１９，２００
 
  （２）自己株式に関する事項 
株式の種類 前連結会計年度末 増加 減少 当連結会計年度末 
普通株式（株） ４２３，０１１ ４７，４２７ ― ４７０，４３８

    （変動事由の概要） 
     増加数の内訳  

単元未満株式の買取による増加 47,427株 
 
  （３）新株予約権等に関する事項 
     該当事項はありません。 
 
  （４）配当に関する事項 
     ①配当金支払額 

決議 株式の種類
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 18 年 6
月 29 日定時
株主総会 

普通株式 ４３７ ５ 平成 18年 3月 31日 平成 18年 6月 30日

 
②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの 

決議 株式の種類
配当金の総額 
（百万円） 

１株当たり配当額

（円） 基準日 効力発生日 

平成 19 年 6
月 28 日定時
株主総会 

普通株式 ４３７ ５ 平成 19年 3月 31日 平成 19年 6月 29日

配当の原資：利益剰余金 
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３．中間連結キャッシュ・フロー計算書関係 

前中間連結会計期間 
（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 18年 9月 30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成 19年 4月 1 日 
至 平成 19年 9月 30日） 

前連結会計年度 
（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 19年 3月 31日） 

1 現金及び現金同等物の中間期末
残高と中間連結貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係 
 （平成 18年９月 30日現在） 

 現金及び預金勘定  2,819百万円 
 
 
 預入期間が３ヶ月 
 を超える定期預金 △   14百万円 
 現金及び現金同等物 2,805百万円 

1 現金及び現金同等物の中間期末
残高と中間連結貸借対照表に掲記

されている科目の金額との関係 
 （平成 19年９月 30日現在）

 現金及び預金勘定  3,535百万円
 現金同等物に含まれる 
 有価証券       27百万円 
 預入期間が３ヶ月 
 を超える定期預金 △  14百万円 
 現金及び現金同等物 3,547百万円

1 現金及び現金同等物の期末残高
と連結貸借対照表に掲記されてい

る科目の金額との関係 
 （平成 19年３月 31日現在）

 現金及び預金勘定  3,489百万円
 現金同等物に含まれる 
有価証券        67百万円

 預入期間が３ヶ月 
 を超える定期預金 △   16百万円
 現金及び現金同等物 3,540百万円
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４．セグメント情報 

  （１）事業の種類別セグメント情報 
     前中間連結会計期間（自 平成 18年４月１日 至 平成 18年９月 30日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
 
 

耐 火 物 
 

事  業 

 
築炉事業

ファイン

セラミッ

クス事業

不 動 産
 

事  業

そ の 他
 

の 事 業

 
計 

消去又は

 
全  社

 
連  結

 
 

32,134 7,092 3,136 511 1,253

 
 

44,128 － 44,128

 
売 上 高 

 (1)外部顧客に対する売上高
 (2)セグメント間の内部売上
  高又は振替高 

 
33 － － － －

 
33 (  33) －

 
計 

 
32,167 7,092 3,136 511 1,253

 
44,162 (  33) 44,128

 
営 業 費 用 

 
29,886 6,432 2,837 358 1,266

 
40,780 506 41,286

 
営業利益又は営業損失(△)

 
2,280 660 299 153 △12

 
3,381 ( 539) 2,842

 
当中間連結会計期間（自 平成 19年４月１日 至 平成 19年９月 30日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
 
 

耐 火 物 
 

事  業 

 
築炉事業

ファイン

セラミッ

クス事業

不 動 産
 

事  業

そ の 他
 

の 事 業

 
計 

消去又は

 
全  社

 
連  結

 
 

34,826 8,715 2,198 508 1,635

 
 

47,883 － 47,883

 
売 上 高 

 (1)外部顧客に対する売上高
 (2)セグメント間の内部売上
  高又は振替高 

 
2 － － － －

 
2 ( 2) －

 
計 

 
34,828 8,715 2,198 508 1,635

 
47,886 ( 2) 47,883

 
営 業 費 用 

 
32,933 7,731 2,073 359 1,542

 
44,638 692 45,331

 
営 業 利 益 

 
1,895 984 125 149 93

 
3,247 ( 695) 2,552

 
（注１）①事業区分の決定方法 

            事業区分は売上集計区分によっています｡ 
②各セグメントの主な内容 

             耐火物事業には、原材料売上を含みます。 
             築炉事業は築炉工事の他、用役、装置売上及びノウハウ収入を含みます｡ 
             不動産事業は、不動産賃貸の他、不動産販売を含みます。 
       ファインセラミックス事業は、各種産業用ファインセラミックスの売上です。 
             その他の事業は、景観材、石灰及び建材商品売上です。 
（注２）営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、前中間連結会計期間 539 

百万円、当中間連結会計期間 695百万円、前連結会計年度 1,089百万円であり、これは親会社の 
管理部門の費用です 
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（注３）「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載のとおり、当中間連結会計期間よ 

り減価償却の方法を変更しています。この変更に伴い、従来と同一の方法によった場合と比べ、 

当中間連結会計期間における営業費用は、耐火物事業 129百万円、築炉事業 46百万円、ファイ 
ンセラミックス事業 12百万円及びその他の事業で３百万円増加し、営業利益がそれぞれ同額減 
少しています。 

 
     前連結会計年度（自 平成 18年４月１日 至 平成 19年３月 31日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
 
 

耐 火 物 
 

事  業 

 
築炉事業

ファイン

セラミッ

クス事業

不 動 産
 

事  業

そ の 他
 

の 事 業

 
計 

消去又は

 
全  社

 
連  結

 
 

65,739 15,849 5,926 1,019 3,008

 
 

91,543 － 91,543

 
売 上 高 

 (1)外部顧客に対する売上高
 (2)セグメント間の内部売上
  高又は振替高 

 
52 － － － －

 
52 ( 52) －

 
計 

 
65,792 15,849 5,926 1,019 3,008

 
91,596 ( 52) 91,543

 
営 業 費 用 

 
61,465 14,078 5,453 716 2,913

 
84,627 1,035 85,663

 
営 業 利 益 

 
4,326 1,771 473 302 94

 
6,968 ( 1,088) 5,880

 

（２）事業の所在地別セグメント情報 

前中間連結会計期間（自 平成 18年４月１日 至 平成 18年９月 30日） 
全セグメントの売上高の合計額に占める「本邦」の割合が 90％を超えているため、所在地別セ 
グメント情報の記載を省略しています。 

 
当中間連結会計期間（自 平成 19年４月１日 至 平成 19年９月 30日） 

（単位：百万円、未満切捨） 

  

日 本 

 

 

中 国

 

 

スペイン

 

 

アメリカ

 

 

計 

 

 

消去または

全 社 

 

連 結 

 

    売 上 高 

  (1) 外部顧客に対する売上高 

  (2) セグメント間の内部 

      売上高または振替高 

43,469

1,362

682

1,462

2,819

22

  912

 2

 

47,883 

 

2,850 

－

(2,850)

47,883

 

－

              計 44,831 2,144 2,842   915 50,733 (2,850) 47,883

    営 業 費 用 41,777 2,002 2,602   910 47,293 (1,962) 45,331

    営 業 利 益 3,053 142 239 4 3,440 (  887) 2,552
 

（注１）国または地域は、事業活動の相互関連性により区分しています。 

（注２）営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、695百万円であり、 
    これは親会社の管理部門の費用です。 
（注３）「中間連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」に記載のとおり、当中間連結会計期 

間より減価償却の方法を変更しています。この変更に伴い、従来と同一の方法によった場合と 

比べ、当中間連結会計期間における営業費用は、日本で 191百万円増加し、営業利益がそれぞ 
れ同額減少しています。 
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前連結会計年度（自 平成 18 年４月１日  至 平成 19 年３月 31 日） 

（単位：百万円、未満切捨） 

  

日 本 

 

 

中 国

 

 

スペイン

 

 

アメリカ

 

 

計 

 

 

消去または

全 社 

 

連 結 

 

    売 上 高 

  (1) 外部顧客に対する売上高 

  (2) セグメント間の内部 

      売上高または振替高 

84,947

2,104

901

2,325

4,073

9

  1,620

 16

 

91,543 

 

4,455 

－

(4,455)

91,543

 

－

              計 87,052 3,226 4,083   1,636 95,999 (4,455) 91,543

    営 業 費 用 80,896 2,826 3,735   1,592 89,050 (3,387) 85,663

    営 業 利 益 6,156 400 347 44 6,948 (1,068) 5,880

（注１）国または地域は、事業活動の相互関連性により区分しています。 

（注２）当連結会計年度より、HARIMIC(MALAYSIA)SDN.BHD.が連結子会社でなくなったため、その 

他の地域の表記をアメリカに変更しています。 

（注３）営業費用のうち消去又は全社の項目に含めた配賦不能営業費用の金額は、1,089百万円であり、 
これは親会社の管理部門の費用です。 

 
  （３）海外売上高 
     前中間連結会計期間（自 平成 18年４月１日 至 平成 18年９月 30日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
 
 

 
アジア 

 
欧 州 

 
その他の地域 

 
計 

 
Ⅰ．海外売上高 １，８８４ ２，６１３

 
１，９８１ ６，４７９

 
Ⅱ．連結売上高 － －

 
－ ４４，１２８

 
Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合 ４．３％ ５．９％

 
４．５％ １４．７％

 
     当中間連結会計期間（自 平成 19年４月１日 至 平成 19年９月 30日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
 
 

 
アジア 

 
欧 州 

 
その他の地域 

 
計 

 
Ⅰ．海外売上高 ２，４１５ ３，５２７

 
２，１７７ ８，１２１

 
Ⅱ．連結売上高 － －

 
－ ４７，８８３

 
Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合 ５．０％ ７．４％

 
４．６％ １７．０％

 
（注１）国又は地域の区分は、地理的近接度によっています。 
（注２）各区分に属する主な国又は地域 

             （１）アジア      …台湾、韓国、中国 
             （２）欧 州      …スペイン、オランダ 
             （３）その他の地域…ブラジル、オーストラリア、アメリカ合衆国 
（注３）海外売上高は、親会社及び本国に所在する連結子会社の輸出高並びに本国以外に所在する連結 

子会社の売上高の合計額（但し、連結会社間の内部売上は除く）です。 



黒崎播磨㈱(5352) 平成 20年３月期 中間決算短信 

 31

 
     前連結会計年度（自 平成 18年４月１日 至 平成 19年３月 31日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
 
 

 
アジア 

 
欧 州 

 
その他の地域 

 
計 

 
Ⅰ．海外売上高 ４，０４０ ４，９７３

 

４，４３６ １３，４５０

 
Ⅱ．連結売上高 － －

 

－ ９１，５４３

 
Ⅲ．連結売上高に占める海外売上高の割合 ４．４％ ５．４％

 

４．９％ １４．７％

 
 
５．リース取引 

中間決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しています。 
 
 
６．有価証券 

 ＜前中間連結会計期間末：平成 18年９月 30日＞ 
  １ その他有価証券で時価のあるもの 
                 取得原価          中間連結貸借対照表計上額       差額   
  (1) 株式            1,472百万円         6,734百万円    5,261百万円 
  (2) 債券              2 〃            2 〃         0 〃 
  (3) その他             5 〃            12  〃        6 〃  
    合計            1,481 〃          6,749  〃      5,267 〃  
 
  ２ 時価のない有価証券の主な内容及び中間連結貸借対照表計上額 
                      中間連結貸借対照表計上額 

(1) その他有価証券 
     非上場株式（店頭売買株式を除く）         140百万円 
  (2) 子会社及び関連会社株式               577 〃  
    合計                       718 〃 
 
 ＜当中間連結会計期間末：平成 19年９月 30日＞ 
  １ その他有価証券で時価のあるもの 
                 取得原価          中間連結貸借対照表計上額       差額   
  (1) 株式            1,474百万円         5,673百万円    4,199百万円 
  (2) その他             5 〃            12  〃        7 〃  
    合計            1,479 〃          5,686  〃      4,206 〃  
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  ２ 時価のない有価証券の主な内容及び中間連結貸借対照表計上額 
                      中間連結貸借対照表計上額 

(1) その他有価証券 
     非上場株式（店頭売買株式を除く）         98百万円 
     その他                      25 〃 
  (2) 子会社及び関連会社株式               476 〃  
    合計                       601 〃 
 
 ＜前連結会計年度末：平成 19年３月 31日＞ 
  １ その他有価証券で時価のあるもの 
                  取得原価          連結貸借対照表計上額         差額   
  (1) 株式             1,473百万円       6,630百万円     5,157百万円 
  (2) 債券                2 〃           2 〃          0 〃 
  (3) その他               5 〃          12 〃         7 〃  
    小計              1,482 〃          6,646 〃        5,164 〃  
 
  ２ 時価のない有価証券の主な内容及び連結貸借対照表計上額 
                        連結貸借対照表計上額 

(1) その他有価証券 
    非上場株式（店頭売買株式を除く）           93百万円 
    その他                        67 〃 
  (2) 子会社及び関連会社株式                 601 〃  
    合計                        763 〃 
 
 
７．デリバティブ取引 

中間決算短信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略しています。 
 
 
８．ストック・オプション等 

前中間連結会計期間 
（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 18年 9月 30日） 

当中間連結会計期間 
（自 平成 19年 4月 1 日 
至 平成 19年 9月 30日） 

前連結会計年度 
（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 19年 3月 31日） 

該当事項はありません。 該当事項はありません。 該当事項はありません。 
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９．企業結合等 
前中間連結会計期間（自 平成 18年４月１日 至 平成 18年９月 30日） 

   該当事項はありません。 
 
当中間連結会計期間（自 平成 19年４月１日 至 平成 19年９月 30日） 

   （共通支配下の取引等） 
１ 結合当事企業の名称及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引 

の目的を含む取引の概要 

(1) 結合当事企業の名称及びその事業の内容 
九州耐火煉瓦（株） 耐火物事業、ファインセラミックス事業 

(2) 企業結合の法的形式 
株式交換による九州耐火煉瓦（株）の完全子会社化 

(3) 取引の目的を含む取引の概要 
当社は、さらなる連結企業価値の向上を目指し耐火物事業におけるグループ全体での収益力 

と競争力の一層の強化と加速のため、平成 19年 5月 23日に締結した株式交換契約に基づき、 
平成 19年 8月 1日を株式交換の効力発生日として九州耐火煉瓦（株）を完全子会社とするこ 
ととしました。 

 

２ 実施した会計処理の概要 

    「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成 15年 10月 31日）及び「企業結合会 
計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 10号 最終改 
正平成 18年 12月 22日）に基づき、少数株主との取引として会計処理を行っております。 

 

    ３ 子会社株式の追加取得に関する事項 

    (1) 取得原価及びその内訳 
        取得の対価       1,617百万円 
        取得に直接要した支出    10 〃 

 
(2) 株式の種類別の交換比率及びその算定方法並びに交付株式数及びその評価額 

①株式の種類及び交換比率 
普通株式 黒崎播磨（株）1：九州耐火煉瓦（株）0.47 

②交換比率の算定方法 
当社及び九州耐火煉瓦（株）はそれぞれ第三者算定期間から提出を受けた株式交換比率の 
算定結果を慎重に検討し、交渉協議の結果決定しました。 

       ③交付株式数及びその評価額 
         3,226,080株  1,617百万円 

(3) 発生したのれんの金額、発生原因、償却の方法及び償却期間 
①のれんの金額 

715百万円 
②発生原因 

         取得原価と株式交換日現在の少数株主持分の帳簿価額との差額をのれんとして認識して 
おります。 

 

1,627  〃 
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       ③償却の方法及び償却期間 
         10年間で均等償却 

(4) 企業結合契約に規定される条件付取得対価の内容及び当該中間会計期間以降の会計処理方針 
該当事項はありません。 

(5) 取得原価のうち研究開発費に配分され費用処理された金額及びその科目名 
    該当事項はありません。 

 
前連結会計年度（自 平成 18年４月１日 至 平成 19年３月 31日） 

   該当事項はありません。 
 
 
１０．１株当たり情報 

前中間連結会計期間 

(自 平成18年４月１日 

至 平成18年９月30日) 

当中間連結会計期間 

(自 平成19年４月１日 

至 平成19年９月30日) 

前連結会計年度 

(自 平成18年４月１日 

至 平成19年３月31日) 

１株当たり純資産額  320 円 46 銭 １株当たり純資産額  356 円 77 銭 １株当たり純資産額  339 円 65 銭 

１株当たり中間純利益  25 円 94 銭 １株当たり中間純利益  19 円 06 銭 １株当たり当期純利益 44 円 46 銭 

潜在株式調整後１株当たり中間純利 

益については、潜在株式がないため 

記載をしていません。 

潜在株式調整後１株当たり中間純利

益については、潜在株式がないため

記載をしていません。 

潜在株式調整後１株当たり当期純利

益については、潜在株式がないため

記載をしていません。 
 

(注) 算定上の基礎 

１ １株当たり純資産額 

項      目 
前中間連結会計期間末

（平成18年９月30日)

当中間連結会計期間末 

（平成19年９月30日) 

前連結会計年度末 

（平成19年３月31日)

純資産の部の合計(百万円) ３０，９７９ ３３，４２２ ３２，８７４ 

普通株式に係る純資産額(百万円) ２８，０３２ ３２，３１６ ２９，７０２ 

差額の理由（百万円） 

少数株主持分 
２，９４６ １，１０５ ３，１７１ 

普通株式の発行済株式数(千株) ８７，９１９ ９１，１４５ ８７，９１９ 

普通株式の自己株式数（千株） ４４２ ５６４ ４７０ 

１株当たり純資産の算定に用いられた 

普通株式の数(千株) 
８７，４７６ ９０，５８０ ８７，４４８ 

 
２ １株当たり中間（当期）純利益金額 

項      目 

前中間連結会計期間 

(自 平成18年４月１日

  至 平成18年９月30日)

当中間連結会計期間 

(自 平成19年４月１日 

  至 平成19年９月30日) 

前連結会計年度 

(自 平成18年４月１日

  至 平成19年３月31日)

中間（当期）純利益(百万円) ２，２６９ １，６８６ ３，８８９ 

普通株主に帰属しない金額 

（百万円） 
― ― ― 

普通株式に係る中間（当期） 

純利益(百万円) 
２，２６９ １，６８６ ３，８８９ 

期中平均株式数(千株) ８７，４８７ ８８，４８３ ８７，４７５ 
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１１．重要な後発事象 

前中間連結会計期間 
（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 18年 9月 30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成 19年 4月 1 日 
至 平成 19年 9月 30日）

前連結会計年度 
（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 19年 3月 31日） 

  『九州耐火煉瓦株式会社との株式交換契約締結』  
当社は、平成 19年 5月 23日開催の取締役会に
おいて当社が発行済株式総数の 54.48％を保有す 
る九州耐火煉瓦株式会社を九州耐火煉瓦株式会社

の定時株主総会の承認等を前提として、株式交換

により当社の完全子会社とすることを決議しまし

た。 
(1)株式交換の目的 
当社グループは、さらなる連結企業価値の向上を

目指し耐火物事業におけるグループ全体での収益

力と競争力の一層の強化と加速のため、九州耐火煉

瓦株式会社を完全子会社とすることとしました。

(2) 当該事象の発生年月日及び今後の予定 
平成 19年５月 23日 
株式交換契約承認取締役会(両社) 
平成 19年５月 23日 
株式交換契約締結 
平成 19年６月 27日 
株式交換契約承認株主総会(九州耐火煉瓦株式 
会社のみ) 
平成 19年８月１日 
株式交換の効力発生日(予定) 
当社は本株式交換については、会社法第 796条
第３項の規定に基づき、株式交換契約に関する株

主総会の承認を必要としない簡易株式交換の手

続きにより行います。 
(3)株式の種類別の株式交換比率及びその算定方法
並びに交付株式数 
①株式交換比率 

会社名 黒崎播磨㈱ 
(完全親会社) 

九州耐火煉瓦㈱

(完全子会社)
株式交換 
比率 

普通株式 
1.00 

普通株式 
0.47 

九州耐火煉瓦株式会社の普通株式 1株につき当
社の普通株式 0.47株を割当交付します。ただし、
当社が保有する九州耐火煉瓦株式会社の普通株

式 8,216,000株については、本株式交換による株
式の割当交付はしません。 
②交換比率の算定方法 
当社及び九州耐火煉瓦株式会社はそれぞれ第

三者算定機関から提出を受けた株式交換比率の

算定結果を慎重に検討し、交渉協議の結果決定し

ました。 
③交付株式数 

  交付株式数 3,226,080 株 
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前中間連結会計期間 

（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 18年 9月 30日）

当中間連結会計期間 
（自 平成 19年 4月 1 日 
至 平成 19年 9月 30日）

前連結会計年度 
（自 平成 18年 4月 1 日 
至 平成 19年 3月 31日） 

  (4)株式交換後の完全親会社の状況 

①商号 黒崎播磨株式会社 

②事業内容

耐火物事業、築炉事業、ファインセ

ラミックス事業、景観材事業、建材

事業及び不動産事業 

③本店所在

 地 
福岡県北九州市八幡西区東浜町 
１番１号 

④代表者の

 役職・氏名
取締役社長 古野 英樹 

⑤資本金 5,537,960,000円 
⑥純資産 
（連結） 未確定 

⑦総資産 
（連結） 未確定 

⑧決算期 3月 31日 

⑨会計処理

 の概要 

本株式交換に係る会計処理は、「企

業結合に係る会計基準」及び「企

業結合会計基準及び事業分離等会

計基準に関する適用指針」に従って

行います。本株式交換は、企業結合

に係る会計基準の「共通支配下の取

引等」の内の少数株主との取引に該

当します。 

のれんの金額は現時点では未確定

であり、のれんの償却年数は 10年
で均等償却の予定です。 

⑩当該事象

 の連結損

益に与え

る影響 

九州耐火煉瓦株式会社は、現在、当

社の連結子会社になっているため

本株式交換による連結損益への影

響は軽微であると見込んでいます。
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８．中間貸借対照表 
（単位：百万円、未満切捨） 

 前中間会計期間末 
 

(平成18年9月30日) 

当中間会計期間末 
 

(平成19年9月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成19年3月31日) 

区分 金  額 
構成比 
（％） 

金  額 構成比 
（％） 金  額 構成比 

（％） 
（資産の部） 
流 動 資 産 
  現 金 及 び 預 金             
  受 取 手 形             
  売掛金及び完成工事未収入金 
  棚 卸 資 産             
  繰 延 税 金 資 産             
  そ の 他             
  貸 倒 引 当 金             
 
流 動 資 産 合 計          

４８６

１，０４４

１９，２１０

７，８４４

１，０１６

１，３４７

△ ９１

３０，８５８ 49.3

６３０

７９１

２０，２６８

８，３５４

８１０

９３８

△ ２８

３１，７６６

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
48.5 

７６１

１，０６９

２０，８９８

８，５４５

８３２

１，１８７

△ ２７

３３，２６７ 51.2

固 定 資 産 
  建 物 ・ 構 築 物             
  窯炉・機械及び装置             
  その他の有形固定資産             
  無 形 固 定 資 産             
  投 資 有 価 証 券             
  出 資 金             
そ の 他 の 投 資 等             

  貸 倒 引 当 金             
 
固 定 資 産 合 計          

９，２２２

５，８２３

５，８５０

６１８

８，０３１

１，７２９

７３５

△ ３２４

３１，６８７ 50.7

８，７０３

５，６４０

７，２５１

４４７

８，７５７

２，１３９

９２７

△ ７６

３３，７８９ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

51.5 

９，０１０

５，８４２

５，９４３

５０４

７，８９２

２，１６２

４０３

△ ７５

３１，６８５ 48.8

 
 資 産 合 計          

 
６２，５４６ 100.0

 
６５，５５６

 
100.0 

 
６４，９５３ 100.0
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（単位：百万円、未満切捨） 

 前中間会計期間末 
 

(平成18年9月30日) 

当中間会計期間末 
 

(平成19年9月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成19年3月31日) 

区分 金  額 
構成比 
（％） 

金  額 構成比 
（％） 金  額 構成比 

（％） 
（負債の部） 
流 動 負 債 
  買掛金及び工事未払金             
  短 期 借 入 金             
  未     払    金 
  未 払 法 人 税 等             
  未 払 事 業 所 税             
  未 払 消 費 税 等             
  未 払 費 用             
  賞 与 引 当 金             
  そ の 他             
 
流 動 負 債 合 計          

１４，１１３

４，７４０

８７４

７９３

５７

９３

１，２１９

１，５４７

２，０６７

２５，５０６ 40.8

１３，７２４

６，９４０

１，２６７

２３７

５７

１０９

１，１４３

１，５４５

２，２０３

２７，２３０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

41.6 

 

１４，７５６

５，５４０

１，４６７

５１５

１１５

５６

１，３３１

１，４８９

１，８８４

２７，１５６

  

41.8

 固 定 負 債 
  長 期 借 入 金             
  退 職 給 付 引 当 金             
  役 員 退 職 金 引 当 金             
  特 別 修 繕 引 当 金            

製 品 保 証 引 当 金             
  預 り 敷 金 ・ 保 証 金             
  繰 延 税 金 負 債             

固 定 負 債 合 計          

４，３７０

７００

２０６

５４

３６

６，２３６

１，０９２

１２，６９６ 20.3

４，３３０

２８９

１９９

―

４１

５，５８６

９０５

１１，３５３

 
 
 
 
 
 
 
 
 

17.3 

４，３５０

５０６

２４１

―

４０

６，２３６

１，２０６

１２，５８１ 19.4

 負 債 合 計          ３８，２０３ 61.1 ３８，５８３

 
58.9 ３９，７３７ 61.2
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（単位：百万円、未満切捨） 
 前中間会計期間末 

 
(平成18年9月30日) 

当中間会計期間末 
 

(平成19年9月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成19年3月31日) 

区分 金  額 
構成比 
（％） 

金  額 構成比 
（％） 金  額 構成比 

（％） 
（純資産の部） 
株 主 資 本 
資 本 金             

  資 本 剰 余 金             
   資 本 準 備 金 
  利 益 剰 余 金             
   利 益 準 備 金 
   その他利益剰余金 
    圧縮記帳積立金 
    別 途 積 立 金 
    繰越利益剰余金 
  自 己 株 式             

株 主 資 本 合 計          

５，５３７

(３，５２１)
３，５２１

(１２，７６８)
１，２５０

１１，５１８

９７５

４，５１７

６，０２５

△１０５

２１，７２２ 34.7

５，５３７

(５，１３８)
５，１３８

(１４，３５５)
１，２５０

１３，１０５

９４３

４，５１７

７，６４５

△１６２

２４，８７０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

37.9 

５，５３７

(３，５２１)
３，５２１

(１３，６９８)
１，２５０

１２，４４８

９６７

４，５１７

６，９６３

△１１８

２２，６３９ 34.8

評価・換算差額等 
その他有価証券評価差額金             
繰 延 ヘ ッ ジ 損 益             

 
評価・換算差額等合計          

２，６１８

１

２，６２０ 4.2

２，１０２

―

２，１０２

 
 
 
 

3.2 

２，５６３

１２

２，５７５ 4.0

 
純 資 産 合 計          ２４，３４３ 38.9 ２６，９７２

 
41.1 ２５，２１５ 38.8

 
  負債・純資産合計          ６２，５４６ 100.0 ６５，５５６

 
100.0 ６４，９５３ 100.0
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９．中間損益計算書 
（単位：百万円、未満切捨） 

 前中間会計期間 
 

（自 平成18年4月1日 

至 平成18年9月30日） 

当中間会計期間 
 

（自 平成19年4月1日 

至 平成19年9月30日） 

前事業年度の 
要約損益計算書 

（自 平成18年4月1日 

至 平成19年3月31日） 

区分 金  額 
百分比 
（％） 

金  額 百分比 
（％） 金  額 百分比 

（％） 
売 上 高 
売 上 原 価 

４０，３８３

３３，９２２

100.0
84.0

４２，７２０

３６，４５７

100.0 
85.3 

８３，３７０

７０，４１４

100.0
84.5

売 上 総 利 益 ６，４６０ 16.0 ６，２６２ 14.7 １２，９５６ 15.5

販売費及び一般管理費 ４，７１８ 11.7 ４，８８５ 11.5 ９，５８１ 11.5

営 業 利 益 １，７４２ 4.3 １，３７７ 3.2 ３，３７４ 4.0
営 業 外 収 益 

   受取利息及び受取配当金 
   賃 貸 管 理 手 数 料 
   為 替 差 益 
   そ の 他 

３１２

１８６

５４

５４

１７

0.8 ４７２

２６５

５４

１３６

１５

1.1 
 
 
 
 

７３２

３９５

１０７

１５９

６９

0.9

営 業 外 費 用 
   支 払 利 息 
   債 権 譲 渡 損 
   固 定 資 産 撤 去 費 
   損 害 補 償 費 
   そ の 他 

２５７

４４

６４

４９

５５

４３

0.7 ２８９

６３

１００

３２

―

９２

0.7 
 
 
 
 
 

５２７

１００

１５０

６２

７５

１３９

0.6

経 常 利 益 １，７９７ 4.4 １，５５９ 3.6 ３，５７９ 4.3
特 別 利 益 
投資有価証券売却益 

  固 定 資 産 売 却 益 
関係会社株式売却益 
関 係 会 社 整 理 益 

   そ の 他 

１，９１３

― 
― 

１，８２３

１７

７２

4.8 １２５

６４

６０

―

―

０

0.3 
 
 
 
 
 

２，３４４

２２

１３１

１，８２３

１７

３４９

2.8

特 別 損 失 
   固 定 資 産 除 却 損 
   減 損 損 失 
      アドバイザリー手数料 
   事 業 整 理 損 
   そ の 他 

１１４

８３

３０

―

―

１

0.3 ４１４

２１８

―

１７３

―

２２

0.9 
 
 
 
 
 

７６１

６３７

３０

―

９２

１

0.9

税引前中間(当期)純利益 ３，５９７ 8.9 １，２７０ 3.0 ５，１６２ 6.2

法人税、住民税及び事業税 
法 人 税 等 調 整 額 

９１４

△  ４６ 2.2
１２１

５４

 

0.4 
１，２２０

２８１ 1.8

中 間 (当 期 )純 利 益 ２，７２９ 6.8 １，０９４ 2.6 ３，６６０ 4.4
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１０．中間株主資本等変動計算書 
前中間会計期間（自 平成18年４月１日 至 平成18年９月30日） 

    （単位：百万円、未満切捨） 
株  主  資  本 

資本 

剰余金
利  益  剰  余  金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 

 

 

 

 

  

  

 

資本金 

  

  

資 本

準備金

  

利  益

準備金

圧  縮 

記  帳 

積立金 

圧縮特別 

勘    定 

積 立 金 

別  途 

積立金 

繰越利益

剰 余 金

利益剰余金

合   計

平成18年３月31日残高 5,537 3,521 1,250 1,007 48 4,517 3,653 10,476

中間会計期間中の変動額   

剰余金の配当 (注1)   △ 437 △ 437

圧縮記帳積立金(注1)  48  △ 48 －

圧縮記帳積立金取崩(注2)  △ 79  79 －

圧縮特別勘定積立金取崩(注1)   △ 48  48 －

中間純利益   2,729 2,729

自己株式の取得   －

 株主資本以外の項目の 

中間会計期間中の変動額 

(純額) 

  －

中間会計期間中の変動額合計 － － － △ 31 △ 48 － 2,372 2,292

平成18年９月30日残高 5,537 3,521 1,250 975 － 4,517 6,025 12,768

 

 
株主資本  評価・換算差額等   

  

  

  

  

自己株式 

  

株主資本 

  

合   計 

そ の 他 

有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

  

損   益 

評価・換算 

差額等 

合   計 

純資産 

  

合  計 

  

平成18年３月31日残高 △ 96 19,438 3,013 － 3,013 22,451

中間会計期間中の変動額   

剰余金の配当 (注1)  △ 437  － △ 437

圧縮記帳積立金(注1)  －  － －

圧縮記帳積立金取崩(注2)  －  － －

圧縮特別勘定積立金取崩(注1)  －  － －

中間純利益  2,729  － 2,729

自己株式の取得 △ 8 △ 8  － △ 8

 株主資本以外の項目の 

中間会計期間中の変動額 

(純額) 

 

 
－ △ 394 1 △ 392 △ 392

中間会計期間中の変動額合計 △ 8 2,283 △ 394 1 △ 392 1,891

平成18年９月30日残高 △ 105 21,722 2,618 1 2,620 24,343

（注１）平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目です。 

（注２）平成18年６月の定時株主総会における利益処分金額は、△79百万円のうち△52百万円です。 
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当中間会計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年９月30日） 

    （単位：百万円、未満切捨） 
株  主  資  本 

資本 

剰余金
利  益  剰  余  金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 

  

  

  

  

 

 

 

資本金 

 

  

資 本

準備金

  

利  益

準備金

圧  縮 

記  帳 

積立金 

別  途 

積立金 

繰越利益 

剰 余 金 

利益剰余金 

合   計 

平成19年３月31日残高 5,537 3,521 1,250 967 4,517 6,963 13,698

中間会計期間中の変動額   

剰余金の配当   △437 △437

圧縮記帳積立金取崩  △24  24 －

中間純利益    1,094 1,094

自己株式の取得   －

株式交換による変動額  1,617  －

 株主資本以外の項目の中間 

会計期間中の変動額(純額) 
  －

中間会計期間中の変動額合計 － 1,617 － △24 － 681 656

平成19年９月30日残高 5,537 5,138 1,250 943 4,517 7,645 14,355

 

 

株主資本  評価・換算差額等   

  

  

  

  

自己株式 

  

株主資本 

  

合   計 

そ の 他 

有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

  

損   益 

評価・換算 

差額等 

合   計 

純資産 

  

合  計 

  

平成19年３月31日残高 △ 118 22,639 2,563 12 2,575 25,215

中間会計期間中の変動額   

剰余金の配当  △437  － △437

圧縮記帳積立金取崩  －  － －

中間純利益  1,094  － 1,094

自己株式の取得 △43 △43  － △43

株式交換による変動額  1,617  － 1,617

株主資本以外の項目の中間会

計期間中の変動額(純額) 
 － △460 △12 △472 △472

中間会計期間中の変動額合計 △43 2,230 △460 △12 △472 1,757

平成19年９月30日残高 △162 24,870 2,102 － 2,102 26,972
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前事業年度（自 平成18年４月１日 至 平成19年3月31日） 

（単位：百万円、未満切捨） 
株  主  資  本 

資本 

剰余金
利  益  剰  余  金 

そ の 他 利 益 剰 余 金 

  

  

  

  

  

  

 

資本金 

  

  

資 本

準備金

  

利  益

準備金

圧  縮 

記  帳 

積立金 

圧縮特別 

勘    定 

積 立 金 

別  途 

積立金 

繰越利益

剰 余 金

利益剰余金

合   計

平成18年３月31日残高 5,537 3,521 1,250 1,007 48 4,517 3,653 10,476

事業年度中の変動額   

剰余金の配当 (注1)   △ 437 △ 437

圧縮記帳積立金(注2)  66  △ 66 －

圧縮記帳積立金取崩(注3)  △ 105  105 －

圧縮特別勘定積立金取崩(注1)   △ 48  48 －

当期純利益   3,660 3,660

自己株式の取得   －

 株主資本以外の項目の 

当事業年度中の変動額(純額) 
  －

事業年度中の変動額合計 － － － △ 39 △ 48 － 3,310 3,222

平成19年３月31日残高 5,537 3,521 1,250 967 － 4,517 6,963 13,698

 

 
株主資本  評価・換算差額等   

  

  

  

  

自己株式 

  

株主資本 

  

合   計 

そ の 他 

有価証券 

評価差額金 

繰延ヘッジ 

  

損   益 

評価・換算 

差額等 

合   計 

純資産 

  

合  計 

  

平成18年３月31日残高 △ 96 19,438 3,013 － 3,013 22,451

事業年度中の変動額   

剰余金の配当 (注1)  △ 437  － △ 437

圧縮記帳積立金(注2)  －  － －

圧縮記帳積立金取崩(注3)  －  － －

圧縮特別勘定積立金取崩(注1)  －  － －

当期純利益  3,660  － 3,660

自己株式の取得 △ 22 △ 22  － △ 22

株主資本以外の項目の当 

事業年度中の変動額（純額） 

 

 
－ △ 450 12 △ 437 △ 437

事業年度中の変動額合計 △ 22 3,200 △ 450 12 △ 437 2,763

平成19年３月31日残高 △ 118 22,639 2,563 12 2,575 25,215

（注１）平成18年６月の定時株主総会における利益処分項目です。 

（注２）平成18年６月の定時株主総会における利益処分金額は、66百万円のうち48百万円です。 

（注３）平成18年６月の定時株主総会における利益処分金額は、△105百万円のうち△52百万円です。 

以 上 


